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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議

○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）

　　　　　　　　　　◎議案第38号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第１、議案第38号、専決処分承認を求めるについて（三島町税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二議員。
○８番　　国で行っている定額減税というのが基本的なものになって、この改正という形にはなってくると思うんですけれども、定額減税大変複雑で、やはり個人的に理解不能なんですよ。非常に難しい問題だと考えます。町もこういう形での定額減税に対しての体制とかいろいろあるわけですけれども、町民の方でやはりなかなか税に関して理解している人というのは少ないと思うんです。町としても、もしこういった税のことで町民の方が町に訪れて聞きに来た場合には、分かりやすいような説明で定額減税に関する説明などをしていただければなと考えるわけですが、その辺の対応は町でしていただけますか。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　五十嵐議員のご指摘のとおりでございます。定額減税につきましても、かなり住民の方混乱しているのかなと思っております。あくまでも今、今回我々で話ししているのは、町民税、町の町税に関する定額減税でございますが、国税、所得税による定額減税もありますし、その他もろもろ定額給付とかそういったもろもろも様々なものが生じてくると思います。これらのことをいかに町民が分かりやすくするように、当町としましても、いろいろ広報紙とかそういったもので情報を促していきたいと思っております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第38号、専決処分承認を求めるについて（三島町税条例の一部を改正する条例）を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第38号は、原案のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　◎議案第39号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第２、議案第39号、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ございませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第39号、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第39号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第40号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第３、議案第40号、令和６年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌議員。
○８番　　前回の全員協議会でも指摘させていただきました。11ページの土木費水防費償還金利子及び割引料、社会資本整備総合交付金の返還金ということで、事務手続の不手際による交付金の返還という説明をいただいております。役場職員の業務、あってはならないことであると私は考えます。今回本会議でありますので、改めて質問させていただきますが、その辺は総務課長、ご理解しておりますか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　議員ご指摘のとおりあってはならないことでございますので、今後、対応も含め、県との事務的な協議は進めておりますが、町としての対応については今後町長、副町長とも協議しながら対応していきたいと思います。
○議長　　その次。
○８番　　対応していくというところでございますが、二度とこういうことがないように、起きた、分かった時点で総務課なり課長補佐、課長職全員での会議等を開いて、こういうことが起きないようにするような話合いはあったのでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　これは新年度になってからでしたので、そちらの課長会議にはまだかけていないというか、こういうことがあったということはお知らせしている部分もありますが、なかなか対応ということではないです。情報としてはまだで課長会議にはかかっていない部分はありますけれども、かけていないと捉えます。
○議長　　大竹議員。
○６番　　今までもそうですが、私が議員になってからも何度かこういう細かいのがあり、何年前だったのか、大きいものがありました。そのとき、私は一般質問をさせていただいております。その当時、町長さんからは町の職員はすばらしい、信頼しています、ただ、人間は信用しても仕事は信用するな、そういう言葉を町長さんからいただいた記憶がございます。私も感銘を受けました。そのとおりだなと思っております。本当に皆さんすばらしい人材がそろっております。そういった中で、課長職、係長職の人は、下の方に仕事を与えるわけであります。そこで信頼が生まれ、安心している、そういったところで間違いが起きてくる場合が多々見られます。そういったところでやはり管理職であります。最後の判こを押すという部分であれば、やはり課長職というのはそういったところを徹底していかなければならないと私は感じますので、今後こういったことがないように努めていただきたいと思いますが、町長いかがでしょう。
○議長　　町長。
○町長　　この社会資本整備の126万5,000円についてですが、すぐ私に報告がございました、その内容、こういうことがあったと。いろいろ詳細に聞いたんですけれども、防災マップの件で県と町の行き違いがあってお金をもらったんだけれども、何というか返してくれという話があって、何だそれということがね。県の見解もありますし、うちの見解もあったんですけれども、これ以上あまりやっても無理だなと思って、こういう予算を上げたんです。だから、やはり決定的なミスというよりは見解の違いのミスがうちにしわ寄せとなってきたというのが私の判断でございました。
　　しかしながら、これらについては課長、私の責任でございますので、先ほど申しましたように、人間は信用してもいいから仕事は信用しない、そのために決裁という順序があるわけですよね。第一段階、例えば係長の段階で見る、あるいは課長の段階で見る、あるいは対象の総務課長が見る、その中でチェックが、やはり簡略化になってチェックがなかなかできないということも膨大な量がきますので、だからそういうことも含めて今後そういうことがないように十分に注意して、私も注意する考えでございますので、今回は　　　　本当に見解の違いなんです。だから、この辺についてはどっちが悪いと言ってもやはり我々はお金をもらうほうですから、その辺は県の言うことをきかざるを得ないということで収めたということでございますので、今後こういうことがないような仕事の業務ということで、早い段階でおかしいと思う、気がつけるような、例えば課長なり係長、私も含めてですけれども、そういうことで考えておりますので、よろしくお願いします。
○議長　　大竹議員。
○６番　　小さな町の役場であります。交付金、補助金、そういったものが本当に大事なものであると私は考えますので、中身の違いもありますが、今後こういったことがないように、やはり町長さんをはじめ皆さん管理職の間で一生懸命話し合ってもらって、何というんでしょう、途中でチェックを入れるような体制、部下の仕事を見る、そういったものを大事にしていただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。
　　以上です。
○議長　　ほかにございませんか。五十嵐健二議員。
○８番　　今の大竹議員の質問と被るかもしれませんけれども、この先ほどから説明を聞いていますと、やはり機械への入力ミスではなくて人間としての中身の問題でありますので、これはやはり役場でしっかりとその辺のところは今後こういうことがないように努めていただきたいなと思います。
　　もう一つ、あと問題なのは、防災マップにも何か間違いがあったという話を聞いたんですけれども、その中身についてちょっと教えていただけますか。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　まず何点かありまして、１つは文書でいただいたのは、神社等の明記が違うとか出ていないとか、あとは消防からもですけれども水利がちょっと違うとか、あとは地図がちょっと昔のやつで、ある地区の集会所が新しいところになっていないという部分がありまして、１点ということではなくて、何点かをご指摘いただいておりました。それをどのように対応するか今検討しているところなんですが、ただ、これから新しい県からも土砂災害の部分の発表もあったりして、ちょっとどのようにするかは検討しているところですが、１点だけではなくていろんなことで訂正をしてほしいという要望はきております。
○議長　　五十嵐議員。
○８番　　建物の場所の間違いとかそういったようなものは地元の人でも分かりますから、それは問題はないとは……、問題がないとは言えないんですけれども、ただ問題なのは水利、私も防災マップ見させていただきましたけれども、各地区の水利の場所を特定しているわけですよね。各消防団の班によっては、その防災マップをそれぞれの積載車に入れて、それで何かあった場合にはそれを参考にしてというような形で利用するというようなものにも使えるわけですよね、はっきり言って。その水利が間違っているということに対しては大変大きな問題ではないのかなと考えるわけですけれども、その水利の間違いというのは幾つもあるわけですか。その１か所とか２か所くらいの数なんでしょうか。その辺のところをちょっと確認します。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　すみません、まだその後点検をしていない部分がありまして、消防団から指摘あったのが何地区かということもあったので、ちょっと大変申し訳ないですが、今、何個というのは口頭ではお答えできず、申し訳ございません。
○議長　　五十嵐議員。
○８番　　水利だとか防火水槽の場所というのは、なかなか他地区に行ってもここにある、そこにあるという判断ではなかなか分からない話、それで防災マップがあればこの場所にあるんだとかそういうふうに的確に判断することができるんですけれども、ただ問題なのは、その防災マップをつくったときにそのそれぞれの地区の水利というのは確認はしなかったわけですか。どういう形で水利をそこに入れ込んでやったのかというのもちょっと問題だとは思うんですけれども、確認はしなかったわけですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　基本的に水利の地図上のデータを使用するその防災マップを使う際に、整備してあるものを使うと担当にこのときの状況を確認したところ、そういう地図元の水利等があったということでそれを使ったということだったんですが、そのデータ自体がやはり古かったという部分で、そこのチェックができていなかったのかなと感じております。
○議長　　五十嵐健二議員。
○８番　　古いデータを利用してつくったということ自体に問題があると思うんですけれども、防災マップの作成に当たっては現地に行って確認はしなかったということですね、では。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　現地ではなくて、あるデータを使ってという形になっております。

○議長　　五十嵐健二議員。
○８番　　先ほどから言っているように、防災マップというのは、災害が起きたときに地区の人もそうですけれども、ほかの地区の人が行ったときにもそれを見るような機会というのが多いと思うんですよね。それが間違っているとなれば、それは町にとって大きな問題だろうと思うので、至急その対策は取っていただきたいの。ですから、新たにつくるといってもなかなかいろいろ問題は出てくるのかなとは思いますけれども、せめて何かしらの形で修正というか、それは出していただきたいなと思うんですけれども、町ではどのようにお考えしているんでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　今、議員ご指摘のとおりでございまして、基本的に防災マップの中ではやはり土砂災害とか危険急傾斜地とかそういう部分がメインなところはあるんですが、やはり議員ご指摘のとおり、火事であったりそういう部分で必要な部分、水利とかということも出てきます。また、名称も違うという部分でありましたので、あと産業建設課からも今県で新たな土砂災害の恐れがあるという地域の公表もあったりしているので、そこも含めて住民の皆さんにどのように説明できるか、ちょっと今後検討させていただきたいと思います。
○議長　　ほかに。五十嵐健二議員。
○８番　　そっちの件はよろしくお願いいたします。
　　あと、予算書の11ページの商工費の中に備品購入で温泉送水ポンプを購入という項目があるんですけれども、１台がもう修理不能で駄目になったという話なんですけれども、その駄目になった原因というかスケールとか何かというふうなことも考えられないわけではないんですけれども、その原因というのは何なのか教えていただきたいのですが。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　今ほどの質問ですが、令和６年、今年の２月の分解整備、業者に委託しているんですけれども、その際にもう既に老朽化等で経年劣化により次回は使用不可と診断されたので、今回備品購入として上げさせていただいたところです。
○議長　　ほかに。五十嵐健二議員。
○８番　　老朽化という話なんですけれども、ポンプというのは大体購入するとどのくらいもつんですか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　物によってだと思います。稼働時間によってだと思いますが、議員ご指摘のとおりスケール等の状況もあるかと思いますし、様々かと思います。ただ、つるの湯の送水ポンプについては３台端子台で行っておりまして、１台は稼働中、残り２第を予備として保管しております。今回駄目になったのは予備として取っておいたものを分解したら老朽化がひどくなっているということなので、どのくらいもつかというのは個体によっても変わってきますし、使用年度によっても変わるものと感じております。
○議長　　五十嵐健二議員。
○８番　　そうすると、今使っているやつが駄目になったのではなくて、予備として取っておいたやつが駄目になったという説明ですけれども、それは実際にはそのポンプは使っていなかったわけですか。

○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　使ってローテーションをしています。ローテーションで置いて、それをオーバーホール、分解掃除した際に今回修理不能と判定されたものです。
○議長　　ほかにございませんか。河越昭利議員。
○５番　　テレサテンの歌碑建立の当初設計を精査した結果、経費が当初より増加したとありますが、その経費は一体どういった……。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　今ほどのテレサテン歌碑建立に関する補正予算258万5,000円の内訳というご質問かと思いますが、先ほど総務課長も申したとおり当初予算の段階では、概算での設計で予算計上したところでありまして、その後仕様等の精査によりまして、今回の補正、全体的な補正の増額となったものです。
　　内訳としましてご説明いたします。
　　まず１つが観光看板にＬＥＤ証明の設置、さらに歌碑を照らす証明について光害対応品、うちの町では星空本部を推進しようとしていますので、光害対策の品物に変更するために、今ほどの看板照明、さらに光害対策のもので68万7,000円の増額。続きまして、既存案内看板、あの大きな看板あるんですけれども、そちらの撤去について精査したところ、精査したもの、さらには花壇部分で、今、木で囲ってある部分があるんですけれども、そちらをコンクリートの擬木化にするための整備、さらにはアスファルトの再舗装、水道メーターの移設、これらもろもろで137万9,000円。
　　続きまして、音響設備、昨日の一般質問の答弁でもお答えしましたが、音響施設も設置する予定であります。そちらの仕様の変更で35万円の増加。続きまして、歌碑関係、歌碑は石造りの歌碑の基礎関係で90万2,000円のこちら減になります。三角90万2,000円、今ほど申しました増額部分、そして減額部分もろもろ足した分の諸経費と消費税、こちらを合わせますと107万1,000円の増額になります。こちらを全て足しますと258万5,000円の今回の補正額となります。
　　以上です。

○議長　　ほかにございませんか。二瓶俊浩議員
○９番　　鳥獣害対策費、今回45万上がっております。当初予算で鳥獣害捕獲で67万5,000円上がっております。現在、各地区、私の地区もそうですけれども、非常に今年、特に、熊、イノシシ、猿の被害が相当出ております。当初での鳥獣害捕獲、熊が上乗せですけれども町から１万円、イノシシが5,000円と理解しています。捕獲システムで現在45万の補正が上がっております。この捕獲に対しての上乗せ、駆除隊の方々が非常にご苦労かけるということで、どこかの町村ではそんな安い単価ではやっていられないというようなテレビ報道もありました。三島の場合、今現在どのくらいの報償が出て補正を必要でない状態なのか、それとも９月で間に合うのか、見通しをお伺いしておきたいと思います。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　ただいま議員、ご指摘ありましたとおり、昨年、非常に熊でいえば33頭捕獲、イノシシ14頭、15頭ということで非常に増えております。
　　今年度につきましても、熊、昨日現在12頭の捕獲となってございます。それで、今、二瓶議員からご指摘のあった当初予算で上げましたいわゆる捕獲の際の報酬ですね、通常は今までですと半日計算で3,700円という報酬を払ってございました。そのとおり今議員おっしゃったとおり、全国的に捕獲数、いわゆる駆除する方が少なくなってきているということで、近隣町村の状況を調べまして、それに対する上乗せということで先ほど議員おっしゃった通り、熊１万円、イノシシ5,000円ということで新たに報酬を組んだところでございます。
　　今、議員の話のあった足りるか足りないかということなんですけれども、今現在ですと足りているんですが、ただ今申しましたとおり12頭、既に12頭ということで昨年の倍以上の今、５月、６月の時点で倍のペースで来ていますので、もしかすると足りなくなる恐れがありますので、今後状況を見ながら、例えば９月なりにまたは12月とかその辺りに状況を見ながら補正をお願いするかもしれないということでございます。
○議長　　ほかにございませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。

　　討論に入ります。討論ありませんか。河越昭利議員。
○議長　　５番、河越昭利でございます。私はこの議案第40号、令和６年度三島町一般会計補正予算について、反対の立場で討論いたします。私は、テレサテン歌碑建立について、反対の立場です。まだまだ町民の理解が進んでいない、反対意見も多いこの事業ですが、さっきのご説明ありました建立の経緯が台湾のテレサテンのファンの方からの要望とのことがありました。町民の関心が薄いのも納得できます。さらに、経済効果につきましても建立当初はある程度説明があったとおり見込まれるかもしれませんが、その効果が極めて限定的で本当に町全体にその広がりを見せるのか、本当に疑問です。
　　歌碑を建立したことにより、本当に５年後、10年後本当に三島地区に賑わいは戻っている、本当に三島全体が活性化している、このことは私には想像、イメージができません。長年続いてきた台湾との交流、これももちろん大切です。奉唱していただけるファンの方、これもとても大切です。ですが、町民の理解をしっかり得ないままこの事業を進めてしまえば、それはその要望があった台湾の方々やテレサテンのファンの方、そのための事業となってしまいます。
　　私の下にはこの事業に対して賛成できないと、反対であるという意見が多数寄せられます。これは、各議員の皆様の下にもあるのではないでしょうか。また、役場の職員の方も同様にこの反対の話、意見、聞いたことがあるのではないでしょうか。町民の皆様が納得できていない、反対しているこの事業を進めていくことが本当に町民が主役のまちづくりと言えるのでしょうか。私は、町民の意見、私を応援してくださる方の意見を代弁する、そう申し上げて議員になっております。私は、このテレサテン歌碑建立工事の経費増加が踏まれる令和６年度一般会計補正予算に反対いたします。
　　以上で反対討論とさせていただきます。ありがとうございました。

○議長　　ほかに討論ございませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第40号、令和６年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。
　　この採決は、起立により行います。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。
　　　　　　　　　　（賛成者起立）
○議長　　起立多数であります。

　　よって、議案第40号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第41号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第41号、令和６年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第41号、令和６年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第41号は、原案のとおり可決されました。
　　ここでお諮りいたします。休憩を取りたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、11時15分まで休憩といたします。（午前１１時０２分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時１５分）
　　　　　　　　　　◎三島町選挙管理委員会及び補充員の選挙
○議長　　日程第５、三島町選挙管理委員会及び補充員の選挙を行います。
　　暫時休議いたします。議員の皆さんは、議員控室にお集まりください。（午前１１時１５分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時２０分）

　　選挙の方法については、地方自治法第118条の２項の規定により、指名推選により行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によることに決しました。
　　お諮りいたします。指名の方法については、議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しました。
　　三島町選挙管理委員会委員に橋本洋子君、二瓶義徳君、目黒仁美君、森田勝君を指名いたします。
　　お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました橋本洋子君、二瓶義徳君、目黒仁美君、森田勝君を三島町選挙管理委員会委員の当選人と定めることにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました橋本洋子君、二瓶義徳君、目黒仁美君、森田勝君が三島町選挙管理委員会に当選されました。
　　続いて、三島町選挙管理委員会委員補充員に第一順位、二瓶弥生君、第二順位、秦和幸君、第三順位、小平浩明君、第四順位、中丸哲也君、以上の諸君を指名いたします。
　　お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました諸君を三島町選挙管理委員会補充員の当選人と定めることのご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました第一順位、二瓶弥生君、第二順位、秦和幸君、第三順位、小平浩明君、第四順位、中丸哲也君、以上の諸君が三島町選挙管理委員会補充員に当選されました。
　　ここで、追加議案の提出があります。
　　お諮りいたします。日程第６は、山口　浩教育長に直接の利害関係がある事件と認められますので、地方自治法第117条の規定により除斥としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。よって、山口　浩教育長を除斥とすることに決定いたしました。山口教育長の退場を求めます。
　　　　　　　　　　（山口　浩教育長退場）
　　　　　　　　　　◎議案第42号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、議案第42号、三島町教育委員会教育長の任命同意を求めるについてを議題といたします。

　　提案理由の説明を求めます。町長。

　　　　　　　　　　（町長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第42号、三島町教育委員会教育長の任命同意をもとめるについてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第42号は、原案のとおり同意されました。
　　山口教育長に関する案件は終了いたしました。
　　山口教育長を入場させてください。

　　　　　　　　　　（山口　浩教育長入場）

　　　　　　　　　　◎議員提出議案第１号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、議員提出議案第１号、学校給食無償化を実施することを求める意見書の提出についてを議題とします。

　　事務局長、説明願います。
　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）

○議長　　提案者より説明を求めます。８番、五十嵐健二議員。
○８番　　それでは、国に対しての学校給食無償化を実施することを求める意見書の提出について、説明を申し上げます。
　　中身については、昨日局長から説明があったとおりでありますが、現在、全国で学校給食費無償化が大きな流れになっており、福島県においても95％を超える自治体が何らかの形で学校給食費の保護者負担、軽減の措置を取っておられます。憲法上、義務教育は無償とすることが定められており、また、学校給食法で学校給食は教育の一環であることが明記されております。また、食育基本法でも学校給食が教育として位置づけられております。
　　しかし、学校給食は無償となっておらず、学校給食費無償化はそれぞれの自治体の努力によって行われており、本来は学校給食費無償化は国が行うべきものであると考えております。また、学校給食費無償化は、単なる教育問題にとどまらず、過疎対策、少子化対策、地域の活性化、子供の健康等と社会全体にとっても幅広い分野に波及する積極的な効果と可能性を持っております。学校給食無償化を国で実施する必要があると考えております。
　　提出先については、先ほど局長から説明があったとおりであります。議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。
　　以上であります。
○議長　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議員提出議案第１号、学校給食無償化を実施することを求める意見書の提出についてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議員提出議案第１号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議員提出議案第２号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第８、議員提出議案第２号、「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出についてを議題といたします。

　　事務局長、説明願います。
　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）
○議長　　提案者より説明を求めます。８番、五十嵐健二議員。
○８番　　それでは、私より説明をさせていただきます。「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出についてでありますが、中身につきましては、昨日事務局長から説明があったとおりであります。
　　東日本大震災から13年を経過しましたが、昨年４月１日時点で約3,700人もの子供たちがいまだに県内外で避難生活を送っており、ふるさとに帰還することもできない状態であります。経済的な支援を必要とする子供たちは多く、子供たちが安心して就学していくためには、長期的な支援は欠かせません。令和７年度においても本事業が継続されますよう、国に対し支援を求める必要があると考えます。
　　提出先につきましては、先ほど事務局長が発表したとおりであり、議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。
　　以上です。

○議長　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議員提出議案第２号、「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出についてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議員提出議案第２号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎継続審査の申出について
○議長　　日程第９、継続審査の申出についてを議題といたします。

　　事務局長、朗読。
　　　　　　　　　　（事務局長朗読）

○議長　　お諮りいたします。ただいま継続審査の申出のとおり、継続審査とすることにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

　　以上をもちまして、本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。

　　　　　　　　　　◎閉会

○議長　　よって、令和６年第２回三島町議会定例会を閉会いたします。

　　ご苦労さまでした。

（午前１１時３９分）

　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　三島町議会議長　
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